
地域医療の魅⼒を
発⾒し、
伝えていくために、
私たちができること
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⻲⽥総合病院
リウマチ膠原病アレルギー内科
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開⽰すべきCOI関係にある企業はありません。



三重⼤学時代

üMUSH；看護補助業務
「たらい回しをなくす」

Ø「何でも屋」



ü沖縄県⽴中部病院島医者養成プログラム

ü沖縄県⽴北部病院内科

ü南⼤東診療所総合診療医

ü⻲⽥総合病院
リウマチ膠原病アレルギー内科

ü今後は三重へ
南⼤東島

沖縄→離島→専⾨家→地域



南⼤東島

ü⼈⼝1,300⼈
ü周囲400kmに渡って陸地のない絶海の孤島
ü産業：サトウキビ、漁業



唯⼀の診療所

通常診療
外来診療、訪問診療、妊婦健診、予防接種、学⽣や研修医教
育、休⽇夜間オンコール、空輸、災害や異状死の対応

診療外
地域ケア会議、学校医、産業医、市⺠公開講座
消防団との勉強会



南⼤東島での魅⼒
ー責任感ー

ü「⾃分のレベルが、
その島の医療レベル」

ü全部⾃分にかえってくる



唯⼀の医師と
して島⺠から
の信頼、感謝

＝やりがい



多職種での関わり
診療所

保健師

売店

社会福祉
協議会

福祉⺠⽣課⺠⽣委員

消防団

地域コーディ
ネーター

議員

住⺠



⼈との距離感



患者との関係を
適度に保つ？

ü共感とburnout

ü1⼈の地域住⺠として



離島から膠原病へ また地域へ

ü「たらい回しをなくす」「何でも屋」「離島医療」「膠原病」

ü「県外で研修して学んだものを持って帰ってこい」

ü恩師や先輩との連絡

ü三重で地域医療をしよう



地域の魅⼒を感じる

ü学⽣や研修医、若⼿医師に対する窓⼝を作る

ü卒前からの繋がり

ü地域の環境整備



fin


